
 

 臨床研究「B細胞に発現する DNAM-1の機能解析」について 

 

  

 筑波大学附属病院血液内科では、標題の臨床研究を実施しております。 

本研究に関する問い合わせ、または研究への参加を希望しない場合は、担当者までご連 

絡をお願いいたします。 

 本研究の概要は以下のとおりです。 

 

①  研究対象 

2010年 4月 1日から 2016年 3月 31日までに筑波大学附属病院血液内科において、

骨髄を採取された患者様 

 

②  研究の意義・目的・方法 

DNAM-1 は細胞（リンパ球）が持っている蛋白です。血液の病気（多発性骨髄腫）に

この蛋白が関係しているかどうかを調べます。対象となる診療情報は年齢、性別、

原疾患及び合併症名、血球の検査値＜検査値がある場合のみ＞です。血液内科にお

いて既に採取された骨髄を使用させて頂きます。この骨髄を使って DNAM-1 という

蛋白を染色し，どの細胞がこの蛋白を発現しているかを調べます。 

この研究により将来同じような血液の病気にかかった方の診断及び治療に役立つ可

能性があります。 

 

③  研究機関名・研究者名・研究期間 

研究機関は、筑波大学大学院の免疫学・血液内科です。当該施設に所属する研究者

（教授・准教授・大学院生）により実施されます。 

研究責任者 所属：筑波大学医学医療系 生命医科学域 

      職名：教授 

      氏名：渋谷彰 

研究期間 2018年 3月 31日まで（予定） 

 

④  保有する個人情報に関する利用目的 

本研究で得られた結果に関しましては論文や学会等で発表します。その際、個人を

特定できる情報は分からない状態で公表されます。 



 

⑤  保有する個人情報の開示手続 

⑥に示す連絡先までご連絡下さい。 

 

⑥  保有する個人情報の問い合わせ・苦情等の連絡先 

筑波大学 〒305-8575 茨城県つくば市天王台 1-1-1 

所属・担当者名：医学医療系 生命医科学域 准教授、渋谷和子 

電話：029-853-3281（平日 9:00～17:00） 

FAX：029-853-3410 


